
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1917 年 10 月にロシア革命が起こってから今年で 100 周年を迎えます。第一次世界大戦の最中に勃発した史上初

の社会主義革命は 20 世紀の世界史に巨大な影響を及ぼしました。 

革命後の内戦、農業集団化とスターリン弾圧、第二次大戦（独ソ戦）と、ソ連社会主義は苦難の道を歩みましたが、

それでも社会主義ユートピアの思想は世界中の人々に大きな影響を与え、これに対抗する資本主義側も福祉国家

論や混合経済体制など大きな修正を余儀なくされました。 

しかしながら、ソ連は 1991 年 12 月に解体し。ユートピアの夢破れたロシアでは荒々しい資本主義の波が社会を覆

いました。エリツイン時代の急進経済改革による社会的経済的混乱を経て、2000年に登場したプーチン大統領のも

とで、ロシアはかつてアメリカと世界を二分したソ連のようなとまではいかないものの、国際政治において一種独特

の重きをなす国家として復活しつつあるように見えます。 

藤本和貴夫先生の講演は、ロシア革命から 100 年をふりかえり、ロシアと世界、日本のこれからを考えていくうえ

で、またとない機会となるでしょう。皆様、多数のご参加をお待ちします。 

 


